
５段階評価用

１　指定概要

２　評価結果

配点
評価

レベル 得点

１　施設の設置目的の達成（有効性の向上）に関する取組み ５０ ４０

（１）施設の設置目的の達成

○

○

○

【評価の理由】

平成23～26年度の延べ利用者数の平均は3,334人/年であり、前期（平成18～22年度）の2,366人と比較すると増
加している。

緑の雇用を抜いた特別研修と一般研修の受講者数は1,211人/年であり、前期（平成18～22年度）の1,057人と比
較すると増加している。

研修業務に関する広報については、研修ごとに県の出先機関を通じて、林業事業体等に研修生の募集を行うと
ともに、年間の研修計画表をホームページで公表しており、設置目的に応じた広報活動がなされている。

評価項目及び評価のポイント

30 4 24

①計画に則って施設の管理運営（指定管理業務）が適切に行われたか。また、施設を最
大限活用して、施設の設置目的に沿った成果を得られているか（目標を達成できたか）。

②施設の利用者の増加や利便性を高めるための取組みがなされ、その効果があった
か。

③複数の施設を一括して管理する場合、施設間の有機的な連携が図られ、その効果が
得られているか。

④施設の設置目的に応じた効果的な営業・広報活動がなされ、その効果があったか。

大分市大字古国府１３３７－１５

指定管理業務の内容

・研修所を利用した研修教育に関する業務
・研修所の建物及び設備の維持管理及び修繕に関する業務
・研修所の利用の許可に関する業務
・その他知事が特に必要と認める業務

料金制度 利用料金　　　・　 　使用料　　　・　　　該当なし

指定期間 平成２３年４月１日～平成２８年３月３１日（５年間）

所在地 由布市湯布院町大字川北８９９－９１

設置目的
　林業技術の改善及び林業経営の合理化に資するため、林業に関する研修教育
を行うとともに、林業後継者、林業従事者等の利用に供する施設として、大分県
林業研修所を設置する。

指定管理者

名　 称 公益財団法人　森林ネットおおいた

代表者名 理事長　 重本　悟

所在地

指定管理者の管理運営に対する評価シート

所管課 農林水産部 林務管理課

評価対象期間 平成２３年４月１日～平成２７年３月３１日

施設概要

名　 称 大分県林業研修所
施設種別

農林業振興



５段階評価用

（２）利用者の満足度

○

２　効率性の向上等に関する取組み ２０ １６

（１）経費の低減等

○

【評価の理由】

指定管理での研修や「緑の雇用事業」で実施されている機械集材装置の特別教育・高性能林業機械システム研
修・高性能林業機械メンテナンス研修などの、実施内容が似ており、使用機材等が共通している研修について
は同一時期に実施し、架線の架設及び撤収費用や高性能林業機械の運搬費用についての経費の削減を行っ
た。

【評価の理由】

研修に対する利用者の満足度は、「満足」「やや満足」「どちらとも言えない」「やや不満」「不満」の５段階のアン
ケート調査を実施しており、自由意見を記入する欄も設けている。これによると、「満足」「やや満足」を合わせる
と、９５％となり、平成25年度の９７％から減少したが、目標の８０％は上回っている。

15 4 12
①施設の管理運営（指定管理業務）に関し、経費を効率的に低減するための十分な取組
みがなされ、その効果があったか。

②清掃、警備、設備の保守点検等の業務について再委託が行われた場合、それらが適
切な水準で行われ、経費が最小限となるよう工夫がなされたか。

③経費の効果的・効率的な執行がなされたか。

20 4 16

①利用者アンケート等の結果、施設利用者の満足が得られていると言えるか。

②利用者の意見を把握し、それらを反映させる取組みがなされたか。

③利用者からの苦情に対する対応が十分に行われたか。

④利用者への情報提供が十分になされたか。

⑤その他サービスの質を維持・向上するための具体的な取組みがなされ、その効果が
あったか。



５段階評価用

（２）収入の増加

○

３　公の施設にふさわしい適正な管理運営に関する取組み ３０ ２１

（１）施設の管理運営（指定管理業務）の実施状況

○

○

（２）平等利用、安全対策、危機管理体制など

○

○

○

○

○

研修受講者の決定にあたっては、設置条例及び関係規程等を遵守し、公平な取扱を行った。

平成23年度に管理不徹底による機材の紛失が起きている。

修実施にあたっては、職員が常時立会い、事故防止に努めた。

事故発生時の連絡網も整備されており、危機管理体制は適切であると思われる。

④施設の管理運営（指定管理業務）に係る収支の内容に不適切な点はないか。

⑤管理物件の修繕や日常の事故防止などの安全対策が適切に実施されていたか。

⑥防犯、防災対策等の危機管理体制が適切であったか。

⑦事故発生時や非常災害時の対応などが適切であったか。

【評価の理由】

個人情報保護の徹底を図るため、職員会議等を通じ職員に対し周知徹底を行い、個人情報保護に努めた。漏洩
等の事故は発生していない。

【評価の理由】

人員配置については、全体を統括する部長１名、研修の業務計画や県等との連絡調整を担当する副部長１名、
研修の実施と備品・機械器具・施設の管理等を担当する嘱託職員２名、経理等事務処理を行う臨時職員１名を
配置しており、研修運営や施設管理等に関して合理的な配置となっていると判断される。人員の不足による業務
への支障や苦情も発生しておらず、適正だと考えられる。

自主事業等を行うために新たにフォレストマシーンマイスターを配置しており、より専門的な研修体制を整備して
いる。

15 3 9

①関係法令(地方自治法、労働関係法令、通則条例、設置条例等)が遵守されているか。

②施設の利用者の個人情報を保護するための対策が適切に実施されているか。

③利用者が平等に利用できるよう配慮されていたか。

【評価の理由】

使用料収入は699千円となっており、前年度比で約10%増加した。（H25 635千円）。

15 4 12
①施設の管理運営（指定管理業務）にあたる人員の配置が合理的であったか。

②職員の資質・能力向上を図る取り組みがなされたか。

③地域や関係団体等との連携や協働が図られたか。

5 4 4
①収入を増加するための具体的な取組みがなされ、その効果があったか。



５段階評価用

【選定委員の意見】
○

○

【総合評価】

【指定管理者評価部会の意見】

○

○

対象者が少ない中で、新規林業者となる高校生への研修の実施なども含め、利用者数を増やしている点は評価で
きる。
アンケートで得た施設に対する要望は、アンケートの分析とあわせて報告書等に記載し、改善に活かされたい。

〔評価の理由〕

〔今後の対応〕

･現在、大部分は既存の林業就業者向けの研修となっているが、新規就業者の確保の重要性が増していく中で、女
性・森林ボランティア・自伐林家・学生など多様な層に興味を持っていただける研修制度を設けていく必要がある。

・林業研修所は林業作業者の育成を目的とした施設であり、対象者が少ない業界でありながら（県内の就業者数：
H22 国勢調査 1,866人）、前指定管理期間（H18～22）の平均延べ人数の実績2,366人を毎年上回っており、需要に
即した研修の実施による効果が現れている。
・研修満足度は目標の80%を達成しており、計画どおりの運用ができている。。
・チェンソー作業やワイヤーロープや大型重機を使用した危険が伴う作業の研修を行っているが、安全管理を徹底し
ていることから重大な事故が発生していない。
・平成24年度の重油流出事故ではいち早い対応により重大な事故を未然に防いでいる。
・また、経費の節減に日頃から努めており、予算執行面においても適切に履行されている。
以上のことから指定管理者として適切に施設の管理運営を行っていると判断されるため、評価に値する。

評価の理由には良い部分の記載が多くて全体が見えづらく、評価の材料に乏しいため、良いも悪いも言いづらい。
利用者から得られた意見に対応していくことでサービスの改善が進むため、不満などの声を適正に拾えるようにアン
ケート等を改善するべき。
光熱水費が増加しているが、現在、社会的な要因で光熱費は上がる傾向にあり、設備等の対策をしていない会社で
光熱費が上昇することはいたしかたないことである。

合計得点（100点満点） ７７ 評価ランク（Ａ～Ｅ） C


